
 

令和７年 第１回教育委員会 議事録 

日 時：令和７年１月２９日（水）１４：５０～１６：００ 

場 所：美浜町役場２階 ２０１会議室 

 

委 員   加藤 浩   (教育長) 

柴田 利郎（教育長職務代理者）    

兵庫 千鶴子 

      髙木 和彦 

      渡邉 悦子  

事務局   教育委員会事務局教育総務課長          西野 文隆 

      教育委員会事務局生涯学習推進課長        馬野 さおり 

教育委員会事務局生涯学習推進課参事       大野 康弘 

教育委員会事務局生涯学習推進課調整官      渡辺 理佳 

教育委員会事務局生涯学習推進課長補佐      萩原 敦子 

教育委員会事務局教育総務課スポーツ推進室長補佐 渡辺 純資 

教育委員会事務局教育総務課長補佐        山本 由加 

 

開会挨拶  加藤 浩 教育長    

 

連絡・報告事項 

（１）美浜町立図書館休館日の報告について 

不明資料の有無や本が正しく並んでいるかの確認のため、令和７年２月２６日～２８日 

の３日間を休館日とすることについて、生涯学習推進課渡辺調整官より資料に基づき説明。 

 

（２）各小・中学校卒業式・入学式について 

   各小・中学校卒業式及び入学式の日程、出席者の確認について、教育総務課山本課長補佐

より資料に基づき説明。 

 

（３）美浜中学校開校５０周年記念事業について 

   「美浜中学校開校５０周年記念式典」及び「美浜中学校開校５０周年記念事業」の実施に

ついて、教育総務課山本課長補佐より資料に基づき説明。 

 

（４）令和７年度放課後児童クラブ申込みにおける保護者の年齢要件の緩和について                 

   令和７年度放課後児童クラブの申し込みに係る祖父母等の就労証明を、７５歳以上は不

要とすることについて、教育総務課山本課長補佐より資料に基づき説明。 

 

（５）令和６年度 第５８回美浜町子ども会かるた大会結果について 

   １月２６日開催の美浜町子ども会かるた大会の結果について、生涯学習推進課萩原課長

補佐より資料に基づき説明。 



 

（６）教育委員会（生涯学習行政推進母体）の開催について 

   生涯学習推進委員会において、現在機能していない既存の教育委員会（行政推進母体）及

び生涯学習推進連絡会について組織を見直し推進していきたい考えであり、教育委員会

（行政推進母体）を開催したいことについて、生涯学習推進課萩原課長補佐より資料に基

づき説明。 

[教育委員] 

   ・生涯学習は楽しみや生きがいを感じる、新たなコミュニティの形成に関わる、視野が広

がる、継続的な豊かな生活につながってくる、学びの中に様々なことがあり公民館は欠

かせない。 

   ・主な取り組みに記載されているように、若者が中心となりイベントを行うことについて、

若者を集めることには役立っているし楽しみもあるかもしれないが、生きがいや新た

なコミュニティを形成しひとつになっていくという点については弱さがある。今盛り

上がっていることを生涯学習と置き換え実施していくものではない。 

   ・シナプス先輩大学の今後の方向性について、これから先このプロジェクトはどのような

方向に進んでいくのかということを考えたときに、見えてこない。生涯学習ということ

を考えたときには、地元に残って色々なことに取り組んでいる、本人や周りの人を取り

上げるのもいいのではないか。 

   ・教育委員会（行政推進母体）の名称についても、変更した方がよい。 

   ・生涯学習のまちとして長い間取り組んできた経緯もあり、当初色々な組織があったがい

つの間にか機能しなくなっていると聞いたが、その時にはどうだったのかという反省

のもとで改善してくということで、機能しなくなっているというのは何か原因があっ

たのだろうし、もっと活性化するよう、教育委員が言われるような動きをするためには

どうすればいいか、もう一度考えてもらうのもひとつ。生涯学習と学校教育をつなぐこ

とは大事な部分。みんなの意見を色々聞いて推進していくのは大事なことである。 

   ・社会教育委員や社会教育施設長等として関わるべき団体等をひっくるめるのではなく、

きちんと記載する必要がある。社会教育委員については、現在は人権協の会長が入って

いるが、今後別の団体になる可能性もある。今はたまたま同じ人物が各種団体長を兼ね

ているだけ。よって生涯学習の推進に欠かすことができない人権協はきちんと記載す

るべきであるし、携わる人は、きちんと明記する必要がある。 

 ［教育長］ 

   ・行政側の組織と住民組織を連携・協働させるという体制について、うまく推進できてい

ない現実があり、形は変わっていないがそれを少し前に進めていこう、動かしていこう

としている。次年度に向け、基盤的なところ、しっかり実行しなければならないところ

も含め、うまく進めていくための仕組みとして、考えている。今いただいた意見を十分

念頭に置きながら進めていきたい。どのようにプレイヤーに働きかけて動いてもらう

かも含め、再度整理をさせてもらいたい。今回提示した生涯学習推進体制については、

不活性化しているものを何とか動かしていきたいという思いがあり、動かしていく中

で不都合な点やうまくいかない点が出てきたら際には、都度見直しをしながら進めて

いきたいと考えているのでご了解いただきたい。 



 

［生涯学習推進課］ 

   ・補足すると社会教育委員には人権協会長や PTA会長も入っており、教育委員会（行政推

進母体）には全公民館長が入る予定である。さらにスポーツ協会等関係している団体は

すべて網羅している。また、教育委員会（行政推進母体）は今までより使用されてきた

組織名であるが、会議等を実施していなかったため、これを機会に色々な思いや議論が

できたら、各々の分野についてより知識も深まっていくのではないかという思いがあ

り、まずは今あるものを動かしたいという思いで考えていた。 

 

（７）部活動地域移行に係るアンケート調査の実施について 

   中学生、高学年児童及びその保護者、教員に対し部活動の地域移行に係るアンケート調査

を実施する旨について、教育総務課西野課長より説明。 

 

４ その他 

・第３７回美浜・五木ひろしふるさとマラソンの募集開始について 

教育総務課渡辺スポーツ推進室長補佐より資料に基づき案内 

・生涯学習推進課イベント、各地区公民館事業等の紹介について 

 生涯学習推進課萩原課長補佐より資料に基づき案内 

 

○次回の教育委員会の開催日について 

令和７年２月２６日（水） 午後３時～ 美浜町役場２階 ２０１会議室 

 

 

閉会 


